
















謀』（La congiura di Milano, 1779）を出版する際に、その目的のひとつが「歴史的真
実 la storica verità」の追求であったことを明言するとともに、筋の土台となった 2 種
類の資料を付録として巻末に加えた 1。また、試作段階の原稿を受け取った兄ピエトロ
（Pietro Verri, 1728-1797）はこの作品に対して「自国史に基づく最初の悲劇 la prima 










フォーの冒険』（Le avventure di Saffo, 1782）が、20世紀には「神話的で寓話的な時間 

































































































である（松本仁助・岡道男、『詩学』第 9 章訳注 : 151-152）。



































く、いわば『程度 degree』の差に過ぎないのである」（野家 2005: 171）とする野家の立場に極めて
近い。また、アリストテレスの「歴史」認識とは、共同体内の過去に関する知識を、厳密な客観性
の保証を求めずに広く「事実」として受け止めるものであった。これもまた、「記憶の共同体」（野








　17 世紀および 18 世紀の悲劇作家たちにとって愛憎半ばする権威であったアリスト
テレスは、しかしながら当初からその地位を確保し続けていたわけではない。チャー
ルトン（1913）によれば、16 世紀の前半期に批評界でより大きな権威を保持してい
たのはホラティウス（Quintius Horatius Flaccus, 65-8BC）であり、そうした中、『詩
学』の注釈書『アリストテレスの詩学 イタリア語訳とその解釈』（Poetica d’Aristotele 










ところの「可能性 possibilità」を、「ありえること、あるいは起こりえること le cose 
possibili o quali possono avenire」と「普遍的なこと le cose universali」の二つに分割
する。そして、前者をさらに二つに分割する。「すでに起こっていて、なおかつ起こ
りえること le cose avenute e possibili ad avenire」と「起こりえるが、まだ起こって








発的なこと accidentali」に分割され、「自然的なこと」はさらに「自然の流れに沿うもの socondo il 


















































































seguita che contenga azzione avenuta o certa, e di un re che sia stato e che si sappia che sia stato」（PA: 
252）と主張する。この記述は、「存在した王（事実）」と「存在したと知られている王（伝承）」を
題材として同等視するものである。また、先の注 12 での引用によれば、王や皇帝の行為は「歴史 
l’istoria」あるいは「名声 la fama」を通じて永遠性を獲得するとされる（PA: 284）。人々の記憶に
刻まれることによって悲劇の題材としての資格が得られるのだとすれば、それが伝承に基づくもの
であっても問題とはならないだろう。
16 この理論を自覚的に用いた悲劇作家には、ピエール・コルネイユ（Pierre Corneille, 1606-1684）
がいる。千川（2009: 86-89）を参照のこと。











ヴィーコ・アントニオ・ムラトーリ（Ludovico Antonio Muratori, 1672-1750）とジャ
ン・ヴィンチェンツォ・グラヴィーナ（Gian Vincenzo Gravina, 1664-1718）の意見
にその例を見ることができる。
　まずはムラトーリである。主に歴史家として知られる彼は、文芸の領域でも『イタ
リア語による詩作の完成について』（Della perfetta poesia italiana, 1706）という論文
を著し、説明可能な美的判断力に基づいて批評と創作活動を行うことの必要性を主張






















18 その実例として、架空の題材に基づくトルクアート・タッソ（Torquato Tasso, 1544-1595）の『ト
リスモンド王』（Re Torrismondo, 1578）とジャンバッティスタ・ジラルディ・チンツィオ（Giambattista 



































― 196 ― ― 197 ―
18世紀のイタリア悲劇における「歴史」の理論的位置づけについて― 『ミラノの陰謀』から『サッフォーの冒険』に至るアレッサンドロ・ヴェッリの歩みを解釈する準備作業として ―






する観客は、「気づかないうちに senza accorgersene」「人間的幸福への尊重 la stima 
dell’umana felicità」を失い、「神の、不変の、不滅の幸福へと目を向ける si rivolge 








論』（Della ragion poetica, 1708）を著し、詩作行為全体の起源と目的、そして詩的作
品を受容する際の想像力の作用について分析を施していた。それによれば、かつての
詩人は一般の人々に抽象的真実を分かりやすく伝えるため寓話の体裁を利用してい
たが、それを「歴史、あるいは言い伝えに接ぎ木する l’innestavano sull’istoria, ovver 
fama pubblica」習わしだったのは、「作り話がよりもっともらしい見かけによって




l’esistenza della cosa per quell’immaginazione rappresentata」を「それを排除するの








21 1712 年に出版された 5 つの悲劇のうち、『パラメデ』（Palamede）と『アンドロメダ』（Andromeda）



































領域に追いやろうとする姿勢が顕著となる。「事実という実質 sostanza de’ fatti」を備


















A:  E se l’argomento preso dal vero, è ugualmente, o più che ‘l falso proﬁttevole; che importa, 
se dall’istorie o dalle favole sia derivato? (DT: 22)
B:  Se l’argomento, dice il Gravina, preso dal falso è egualmente o più che il vero proﬁttevole, 











































という動きは、1770 年代に顕在化してくるように思われる。偶然にも 1771 年とい
う同じ年に悲劇論を発表した二人の文人、クレメンテ・シビリアート（Clemente 
Sibiliato, 1719-1795）とサヴェーリオ・ベッティネッリ（Saverio Bettinelli, 1718-
1808）のケースを見てみよう。
　まずはシビリアートである。彼は『詩は国家の利益に影響を及ぼしうるか、そし
ていかに政治の対象となりえるかという問題についての論文』（Dissertazione sopra il 














































































ポリ（Alessandro Pepoli, 1757-1796）の『アデリンダ』（Adelinda, 1788）や、ジョヴァンニ・ピン
デモンテ（Giovanni Pindemonte, 1751-1812）の『エレナとジェラルド』（Elena e Gerardo, 1799）
がその例として挙げられるだろう。
23 ベッティネッリが 1771 年に発表した 3 作品はいずれも古代史に基づくものであった。『ジョナー
タ』（Gionata）では旧約聖書が、『デメトリオ・ポリオルチェーテ』（Demetrio Poliorcete）では紀元
前 3 世紀ごろのアテネが、『セルセ』（Serse）では紀元前 5 世紀ごろのペルシア地方が舞台となって
いる。また、『セルセ』では自分の正体を知らされず異国で育った王子が祖国で王権を取り戻すと
いう定番の筋書きが用いられている。
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